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計
画

に
つ

い
て

は
、

事
く

の
意

見
を

踏
ま

え
た

よ
で

、
上

田
駅

古
城

委
員

会
で

樟
討

し
て

い
た

だ
き

ま
し

た
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レ
イ
ア
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ト
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去
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し
た

~

Iお
緩
ロ
再
開
発
完
成
予
惣
図
1

‘V3万5000.のイルミネ1シヨ

ンが点灯している現在のよ関駅

お鰻口広・〔'月例目まで点灯)



圃
ょ固

哩t園
設阻
ま反1
5国

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

昨
年
降
、
引
世
紀
と
と
も
に
第
三
担

上
田
市
輯
古
計
直
後
期
基
本
計
函
が
ス

タ
ー
ト
し
、
計
画
の
実
現
に
向
り
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

二
年
目
に
当
た
る
今
年
は
、
こ
れ
ら
の

事
業
を
更
に
推
遣
し
、
基
本
構
想
に
掲

げ
た
「
創
造
・
活
力
・
と
き
め
き
の
ま

ち
上
田
」
の
実
現
在
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

上
田
駅
お
城
ロ
整
備
が

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト

上
田
町
新
し
い
玄
関
口
と
な
る
上
田

駅
お
揖
口
市
衝
地
再
開
尭
事
業
に
つ
い

て
は
、
具
体
的
な
整
備
計
司
か
ほ
ぼ
ま

と
ま
り
、
い
よ
い
よ
着
工
の
段
階
に
在

り
ま
し
た
。
再
開
尭
ビ
ル

1

1
街
区

に
つ
い
て
は
、

1
陪
か
ら

3
階
を
商
韓

施
設
、

4
階
に
は
行
政
ザ
ビ
ス
が
握

供
で
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
買
軽
に
立

ち
寄
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
ラ
イ
ブ
ラ

リ
を
中
心
と
し
た
公
共
施
訟
を
設
置

し
て
い
き
ま
す
。

5
階
と

6
階
は
、
情

報
関
連
な
ど
、
産
業
育
成
の
た
め
の
蹟

し
オ
フ
ィ
ス
を
畳
備
し
ま
す
(
駅
前
広

場
に
つ
い
て
は
、
本
号
回
表
紙

4
ペ
ー

ジ
を
ご
置
く
だ
さ
い
)
。

ま
た
、
現
在
、
工
事
を
進
め
て
い
る

し
な
の
鉄
道
の
恒
星
国
分
寺
駅
は

4

月
の
開
業
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
し
な
の

融
通
西
上
田
駅
自
由
通
路
と
南
口
広
場

盤
備
や
、
昨
年
台
置
で
彼
曹
を
豊
け
た

大

E
幅
の
架
け
替
え
工
事

E
ど
も
引
き

続
き
進
め
て
い
き
ま
す
。

昨
年
叩
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
オ
レ

ン
ジ
パ
ス
も
好
評
で
す
.
皆
さ
ん
の
ご

利
用
を
あ
廟
い
い
た
し
ま
す
@

少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た

施
設
の
充
実

介
護
保
障
の
基
盤
整
備
を
韮
め
て
い

く
上
で
特
に
重
要
と
牢
る
特
別
聾
橿
老

人
ホ
ム
を
中
心
と
し
た
裡
合
福
祉
施

設
整
帽
に
つ
い
て
降
、
昨
年
、
別
所
温

泉
豊
寿
園
が
移
転
直
接
し
て
オ
ー
プ
ン

し
、
馬
犠
町
と
豊
殿
地
区
の
特
別
養
撞

老
人
ホ
l
ム
に
つ
い
て
も
着
々
と
工
事

が
童
め
ら
れ
、
平
成
H
年
度
中
に
は
完

成
す
る
見
込
み
で
す
。
お
お
ぜ
い
の
皆

さ
ん
か
ら
要
望
い
た
だ
き
ご
心
配
い
た

だ
い
た
施
睦
畳
備
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

で
ほ
ぼ
自
揮
を
置
成
す
る
異
込
み
で
す
.

小
学
校
児
童
の
瞳
全
育
成
の
た
め
、

児
童
館
的
な
施
設
と
し
て
各
小
学
控
通

学
庄
単
位
に
整
備
し
て
い
る
こ
ど
も
曹

に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
中
塩
田

・
川
西

こ
ど
も
障
を
開
所
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

未
聾
舗
の
地
区
に
つ
い
て
も
引
き
続
き

艶
備
を
童
め
て
い
き
ま
す
。

地
域
を
活
か
し
た

農
村
.つ
く
り
を

贋
村
の
豊
か
な
自
鼎
と
畢
観
を
急
か

し
、
生
活
基
盤
の
盤
側
立
ど
を
行
う
田

園
空
間
聾
備
恵
袋
は
地
元
や
市
民
グ

ル
ブ
の
皆
さ
ん
な
ど
書
く
の
か
た
の

意
見
を
取
り
ま
と
め
集
約
で
さ
る
組
線

作
り
を
し
て
、
よ
り
良
い
事
業
と
な
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
{
田
園
空
間
整

備
彦
幾
に
つ
い
て
は
、
本
曇

5
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
)
。

新
し
い
産
業
の

創
出
を
支
援
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企
業
も
予
定
通
り
集
ま
り
、
新
し
い
産

車
の
創
出
に
朗
荷
が
か
か
る
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
厳
し
い
経
済
情
齢
田
町
中
、

中
小
企
業
へ
の
主
撞
や
、
雇
用
対
粛
に

も
力
を
い
れ
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の

教
育
環
境
整
備
を

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
整
備
は

城
下
小
学
校
の
政
築
や
西
小
学
校
の
屋

内
運
動
場
の
誼
聾
な
ど
を
現
在
産
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
引
き
続
き
計
画

的
に
学
校
の
整
備
、
屋
内
運
動
場
の
喧

聾
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

市政31スト
市発足30周年記念姉妹都市スポツ文

化豆済会 (~28B) ・128白ア トロ

ドフェスティパJレ (~8 月 5 日) ・29

日 量参議院務員通常選挙

) 

今
年
4
月
か
ら
完
全
学
校
週
5
日
制

が
始
ま
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
ゆ
と

り
を
持
っ
て
、
自
分
か
ら
学
ぶ
力
を
身

に
つ
け
、
判
断
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
制
度
の
趣
旨
を
周
知
す
る
と
と

も
に
、
心
配
さ
れ
て
い
る
学
力
低
下
や

留
守
家
庭
で
の
子
ど
も
た
ち
の
指
導
な

ど
公
民
館
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

映
画
の
ま
ち

上
回
を
目
指
し
て

映
函
の
ま
ち
、
口
ケ
の
ま
ち
を
目
指

し
て
昨
年
6
月
に
段
立
さ
れ
た
信
州
上

8月
・5日 畳野県消防ポンプ操塗大会で

よ田市消防団第10分団が優勝・11日

上回の大花火大会(雨のため順延).

22日上回域薪能

9月
・ 1B よ図市地震総合防災訓練・2

日 ブラジル国会まつり・4日 9月

定例市議会 (~25日〕 ・10日 中国寧

波市ヘジュニア大使派遣 (~15日) ・

11B 台風15号による被害(大石橋規

援など)圃13日 上回市豆急集気対策

本部設置・15日 産業フヱスティハル

2001 (.......16日)・23日 まちづくりン

ンポンウ夢~信州上回璽季大学2001-

10月
.1.日 オレンジハス出発式・8日

西漕ヨンノ')よ回凱縫試合.12日 部

落差別をはじめあらゆる差別をなくす

市民大行動・14日 上回古戦場健康マ

ラソン大会.22日 中塩田こども館開

館式・28日 国際交流フヱスティハル

E旦
・3日 生涯学習都市宣言配念式典・

9日 フィjレムコミッンヨン全国シノ

ポジウム'"信州よ回・10日 うえだ嫌

下町映画祭(~↑1 日) ・11 日 2001子
ども文化祭・14日 上回駅お域口広場

重量備計画検討畢員会から駅前広場計画

案について韮申・18日 塩田地匡園田

空間整備事業推進鎗議会設立総会・22

日市政功績者表彰式・23日 別所温

泉長寿圏竣工式・25日 景綬づくり講

演会〔よ田市都市景観賞表彰式)・26

日 11園地区田園空間整備事業推進協

議会段立組会・27日 12月定例市議会

(.......12月17日)

1旦
・7日成人式・21日 消防出初め式

・23日上国市防民会議・25日 市 長

と隠る日(毎月実施)・31日 県嘗水

道水異臭事故(~ 2月2日)

2月
.1B 男女共同参画計画案倹討結果

を市長ヘ報告.278...3月定例市議会

(~ 3月"日)

に

田
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
ソ
ヨ
ン
は
、
新
た

芯
地
域
づ
く
り
と
し
て
孟
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
円
月
に
は
全
国
か
ら
関
保
者
を

集
め
て
ン
ン
ポ
ン
ウ
ム
を
開
催
し
上
聞

を
ア
ピ
ル
し
ま
し
た
。
こ
の
活
動
を

長
く
続
け
て
い
く
た
め
に
ほ
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
阿
よ
り
も

大
切
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

自
ら
の
責
任
で

よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
を

地
方
分
権
一
括
法
が
施
行
さ
れ
、

2

年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ

3F.1 
・11日 ソンポジウム「鼎と線多そ

して上回j・16日 一日部課長体験.

19日 「豪鶴田選J写真コンテスト表

修式・30日 市道川辺町田分線開通式

/りサイクル活動拠点施設「工コ ハ

ウス」峻工式

4F.1 
.第三次上回市総合計画後期基本計画

スタ 卜・1自 家電リサイクル法施

行/野焼きが猿止に/浦里小学校・川

西小学校の通学匡域がー笥珪更・11日

櫛J!I小学綬屋内運動場唆士式・16日

花の種銀行開E・21日 醤j由久保橋渡

り初め/川西地区防災セノタ 峻工式

・"日 上田真固まつり・28日 親 子

ふれあい鑓樹祭

.5日 うえだこどもまつり・13日

共同昨業所円まけっとj問所式.15日
舗跨市灘会.21臼 市政功労者表彰式

・25白 柿ノ木地区まちっくり住民協

定を認定

5F.1 

の
問
、
国
や
県
か
ら
い
く
つ
か
の
権
限

や
事
務
が
移
譲
と
な
り
、
分
権
は
確
実

に
産
ん
で
い
る
と
曹
え
ま
す
。
こ
れ
か

ら
博
、
地
域
が
自
ら
の
買
世
で
主
体
性

を
持
っ
て
物
事
を
決
定
し
て
い
く
こ
と

に
在
り
ま
す
。
今
陸
地
方
が
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
諜

題
と
し
て
古
併
.
か
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
積

極
的
に
市
民
の
皆
さ
ん
へ
情
報
を
提
世

し
、
い
っ
し
ょ
に
研
究
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
〈
合
併
問
題
に
つ
い

て
は
、
本
号
6

7
ぺ
!
ン
を
ご
置
く

だ
さ
い
)
。

6F.1 
・1日 「上国市民鉦J発行開胎圃2

日 介護保険シンポソウム・5日 6 

月定伊市機会 (~25日) .20自 信州

上回フィルムコミツンヨン設立

Z且
立且

・6自 民罰空間整備事業市民団体説

明会・11白 川直子ども館開館式・22

日 クリスマスイベン卜

l守加決包。且

.，日自然運動公園アチェり場

竣工式・15日 在住ブラジルム対象地

区別懇談会 (-10月)・21日 うえだ

わっしょい.2E日 環境基本計画地区

別懇談会 (~8 月 8 B)・26日上越
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第1・1皆匡

再開発ピル

I(ス索降場

【皆さんからのご意見と、検討経緯】l
お城口広場白整備計画については、駅利用者のアク

セスや機能性を優先したA案と、 「水と緑」の空間確

保を重視したB案について、市民説明会でご意見をお

伺いするほか、広報うえだけ月16日号)で計画内容

をお知らせし、事くの皆さんからご意見をいただきま

した。

Al症については地元や駅利用者自意見として、機能

性・利便性を第一に考えて設備して欲しい点、円滑な

交通処理を望む意見や一般車停車帯?をより書く確保し

て欲しいなどの意見が帯せられました。

また、 B案については、特徴があってよい楽である

などの意見がある一方、入口・出口がー筒所のため交

通処理に問題があることや、松尾町側から直接駅前広

場に進入できなくなり現在より不置になるなどの指摘

がありました。

上田駅お城口広場堕備計画検討委員会ではこうした

意見を踏まえ、駅前広場は交通の結節点であり、円滑

な交通を促すことが不可欠な要葉であること、特に

般車のスムーズな交通が広場整備の成否につながるこ

とから、機能性重視のA案をベースとした上で、日楽

に象徴される 「強いとやすらぎ申スペース」を現り入

れていく方向で、計国案の瞳正 ・とりまとめを行いま

した。

最終的な広場白基本レイアウトは、検討委員会から

の検討結果白報告を元に議会の了解をいただき、表紙

第'.2苗巨

再閣発ピJ~
第2街匡

立体駐車渇

市首駐韓掲

「完成予想図」・上記 「平面図」のとおり決定しました。

なお、広場整備の工事は、 4月から平成16年3月を

予定しており、今桂詳細設剖を行いますが、「水と緑」

の取り入れ方については、亜に検討を行っていきます。

【 お城口広場の基本レイアウト E 
-お城口広場の基本レイアウトは、 A案をベースとし、

車は多方向から広場に入ることができ、ロータリ ー

は右回りの一方通行になります。

・ロ タリ 部白車道幅員は10mとし、安全で円滑な

交通処理を図ります。

・駅告前から広場東側(イトーヨーカドー前)にかけて、

一般車停車帯を配置します。一般車停車帯について

は、短時間は無料で送迎等に利用いただくよう予定

しています。

-広場中央にはイベント等で利用できるスペースを雌

保し、再開発ピルや中心商庖街とアクセスするベデ

ストリアンデッキが設置されます。

ん ロータリ一部の車道幅員 W=10m 

基 1・一陣堂島拍トパ スυ 畢車場3箇所、陣車場1箇所、i 持糊 4掛
卜タクシ 黍車場2箇所、陣車場 1箇所、
l 帝横綱25台分
目・中央広勾 A ~嗣700 ，"
・ベデストリアンデッキ在位置

市街地整備課上田駅周辺整備現地事務所

匝見事担32・画⑮担73
E-mail ekimae@citv.ueda.nagano.jp 
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、

〈
り
を

の
取
組
i

田
園
望
星

備
事
業
と
は

出
村
の
持
つ
豊
か
な
自
然
や
、
た

め
池
、
水
路
、

回
閣
風
卦
江
ど
、
事

而
的
に
機
能
を
再
認
識
し
、
段
業
股

村
白
基
盤
で
あ
る

「水
と
土
L

白
保

全
や
艶
備
を
通
じ
て
、
地
域
性
を
梧

か
し
た
段
村
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

た
め
の
取
組
で
す
。

整
備
陶

t
i
備
区
成
は
、
上
田
市
の
息
聞

・

川
西
地
区
と
背
木
村
で
す
。

主
な
整
備
と
し
て
、
総
合
案
内
所

由
整
備
、
た
め
池
の
環
境
盤
備
、
遊

歩
道

・
連
絡
道
の
藍
備
、
案
内
板
由

設
置
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

上
凶
背
木
地
区

(塩

田

川

両

舟
木
村
)
の
各
地
域
か
ら
は
、
長
年

に
わ
た
り
、
股
村
地
域
の
現
境
監
備

に
つ
い
て
の
聾
望
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
市
で
は
田
闘
空
間
整
備
事
業
と

し
て
可
能
な
整
備
内
容
を
検
討
し
、

平
成
日
年
度
に
基
本
計
画
を
ま
と
め

事
業
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
桂
、
関
帳
す
る
自
治
会
や
水

利
組
合
専
を
中
心
に
協
議
・
検
討
を

行
い
、
維
持
管
理
な
ど
を
ふ
く
め
地

元
白
合
意
申
得
ら
れ
た
簡
所
に
つ
い

て
は
、
一
部
事
業
に
岩
手
し
て
い
ま

す
。現

在
、
民
道
艶
備
と
し
て
仁
古
田

線
白
拡
幅
改
良
工
事
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
た
め
池
町
水
辺
境
境

整
備
と
し
て
鼎
池
の
酢
備
を
、
喧
賀

温
品
さ
さ
ら
の
泌
周
辺
で
蛍
水
路
の

整
備
を
、
そ
れ
ぞ
れ
今
年
度
中
の
完

成
を
目
指
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

日
担
問
割
当
る

現
在
、
今
ま
で
行
っ
て
き
た
地
元

中
心
の
耶
業
説
明

・
P
R
だ
け
で
江

〈
、
よ
り
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の
戸

を
聞
き
、
進
め
て
い
く
た
め
白
組
織

づ
く
り
が
、
寝
間
・
川
西
地
区
と
菅

木
村
の
各
自
治
会

・
掻
興
会

・
商
工

会

・
良
草
委
只
会

・
J
A
信
州
う
え

だ

・
住
民
グ
ル
!
プ
等
を
中
心
に
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
〔
左
記
、
組
織
図

書
聞
)
。

今
桂
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
宜

且
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
こ
の
協
灘

舎
を
過
し
て
、
事
業
内
容
の
検
討

・

事
業
の

P
R
・
維
持
管
理

・
ソ
フ
ト

づ
く
り
な
ど
を
進
め
、
住
民
書
加
に

よ
る
事
業
の
実
施
を
進
め
て
い
き
ま

す
。こ

れ
ら
郡
金
に
つ
い
て
の
ご
意
且

・

ご
挺
宵

・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
土
地

改
良
県
ま
で
お
帯
せ
く
だ
さ
い
。

-組組図(住民参加による取り組み)

闘す鶴会
藍備計画の検討

上回青木地区田園空間彊備事揖連絡箇.含

鎗遭遇S会
.賢策調盛
ソフ トづくり

土地改良諜 CQln5123.FM235982. ， 
E!IimIJアドレス tochikair o@cit .ueda悶 @ld.HI!)J
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今
ま
で
の
シ
リ
ー
ズ
を

適
し
て
、
「
地
方
分
権
の

推
進
」
、
「
厳
し
い
財
政
状

況
」、

「
少
子
高
齢
化
の
進

行
」
、
「
住
民
ニ
ズ
の
広

域
化
」
な
ど
に
対
応
で
き
る
市
町
村
の
体
制
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
、

国
は
市
町
村
吉
併
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
市
町
村
は
ど
ん
な
取
り
組
み
を

し
て
い
る
の
で
す
か
。

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

調
査

・
研
究
な
ど
を
行
う

た
め
、
複
数
の
市
町
村
に

よ
る
研
究
会
や
市
町
村
単

独
の
研
究
会
な
ど
を
設
置

す
る
動
き
が
全
国
的
に
目
立
っ
て
お
り
、
合
掛

気
速
の
市
ま
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

総
務
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
間
数
白
市
町
村

に
よ
る
研
究
会
な
ど
の
組
織
は
、

9
月
末
現
在

で
3
2
4
白
地
域
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
全
市

町
村

(3
2
2
4〕
の
半
数
を
越
え
る

1
6
5

7
の
市
町
村
が
宰
加
し
て
い
ま
す
。

[6] 

長
野
県
内
や
周
辺
地
崎

町
市
町
村
の
状
況
は
ど
う

で
す
か
。

14.1.1 

吏
地
地
域

(E
植
市
、

上
山
田
町
、
戸
倉
町
)
で

は
、
昨
年
7
月
に
任
意
合

併
協
議
会
を
設
置
し
、
来

年
9
月
の
合
併
を
目
安
に

具
体
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
県
の
発
表
に
よ
る
と
、
ロ
月
l

日
現
在
で
、
市
町
村
単
独
の
研
究
会
が

η
市
町

村
に
、
祖
敬
白
市
町
村
に
よ
る
研
究
会
な
ど
が

6
地
域

(佐
久
地
域
、
上
田
地
域
、
諏
訪
地
域
、

上
伊
那
地
域
、
伊
南
地
域
、
木
曽
地
域
)
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
町
村
議
会
や
民
間
団
体
で
も
、
市

町
村
合
併
に
閲
す
る
調
査

・
研
究
、
懇
談
合
な

ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

上田市、丸子町、長門町、車部町、 真田町、
武石村、青木村

複数市町村による研究会等

上田地域広域連合

(地方分権研究会合併問題部会)
g市町村参加

上田市議会、東部町議会、真田町議会、

和田村議会、 膏木村議会

議会の研究会・特別委員会等



そ
れ
で
は
、
上
田
市
と

し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
事
者
え
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
.

市
町
村
合
併
は
、
上
田

市
の
将
来
や
住
民
生
活
に

大
き
な
器
曹
を
此
ぼ
す
重

要
な
問
題
で
あ
る
た
め
、

行
政
の
み
で
進
め
る
の
で

は
な
く
、
嘗
閉
山
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
考
え
、

幅
広
く
議
論
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
皆
さ
ん
に
市
町
村

合
酔
に
関
す
る
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が

大
切
と
考
え
、
こ
れ
ま
で
国
白
取
り
組
み
ゃ
そ

の
背
昔
、
市
町
村
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
y

市町村合併に関する

シンポジウム
市町村合俳や上田市の将来のあり方について、

皆さんとともに考える機会として開催します

地峡由実状を踏まえた皆さんに身近な内容とす

る予定ですので、事くの皆さんのご書加をお願い

します。

卜
な
ど
を
中
心
に
拘
敏
し
て
き
ま
し
た
が
、
吏

に
市
町
村
A
H
俳
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
市
町
村
合
併
に
閲
す
る
皆
さ

ん
の
考
え
方
な
ど
を
把
鑑
す
る
た
め
、

A

，陸、

市
町
村
合
併
に
閲
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(左
上

肥
)
や
ア
ン
ケ
ー
ト
翻
査

(左
下
記
)
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。

市
町
村
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変
化
し

て
お
り
、
合
併
特
例
法
の
期
限

(平
成
げ
年

3

月
末
)
が
近
づ
く
中
、
国
や
市
町
村
田
取
り
組

み
も
活
発
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
犠
金
に
、
現

在
白
状
況
だ
け
で
な
く
、
地
域
白
将
来
の
聾
を

し
っ
か
り
と
見
据
え
、
市
町
村
合
酔
に
つ
い
て

じ
ゅ
う
ぶ
ん
議
論
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

1月19日凶午後 l時30分~

上回創造館文化ホール

①基調講前

f"題「市町村合併の山、

動き/JIす(f定)J

[講師 西九州太学 ・坂IEJ明雄教侵

(坂城町11¥身)]
②パネルディスカッンョン

-とき

.ところ

.内容

町村合併に関する

アンケー卜調査

し進み暮俳実 ら辿併今す市
よめ続らを行地せめ IgJ佳る町今
にるけすタす域で、組も 一 村 田
考にた住プるのきょ部、般 告の
えはい民 1時こるり金上的俳 γ

てどとに税代とよ s と ITIな 」 リ
いう思とすをはう体協地怖で l
きすえつる通地努的力威報はズ
まべるてこ王域めなし広告、
しきょ、とてがて情な域 f自主日
よかういない買い報が辿臓につ
う、なっくま任きをら告と 市し
。皆ま由、すをま静割が L 町
さ ち 時 こ 。もすさ在殻雪村に
んづ代の市つ 。ん ・t71if合考
とくに地町て に研しど 併え
いりも域村考 お先たお によ
っを住で合え 知を合ぺ!山っ

・・・・・・.................................................

・上団地犠広犠連合等で研究中の市町村合併の組み合わせ (例) 例考 中で
とえた心 Df現
してだに究在
ていしご中、
制〈こ船田上
介上由介、田
さで組 L 市 地
せのみま町域
τ材告す村広
い料わ 。合 域
ちとせ 併 述
人しは の 合
?で、 組 合
た、 合 み 併
主あ併 合 !日10_く問 わ姐

与ま題 せ 部
九 でを を金

ど

い

す

な

行

ま

方

め

し

え

た

た

必
d

る

い

る

せ

せ

す

さ

ら

関

映

知

に

反

お

。

併

に

度

す

A
H

み

同

ま

村

組

は

し

町

り

に

い

市

取

際

願

の

の

る

お

ん

佳

す

を

さ

今

施

h

皆

、

実

協

の

し

を

ご

民

握

。

査

、

市

把

す

調

で

を

ま

の

2月ごろ

市内にお住まいの20成以 1，白か

た、 2000人(等IUJ隔制円為抽出)

郵送

.実施時期

・調査対象

( ) 
-調査方法

ご意見・ご提言をお待ちしています。

市町村合併に関する、ご意見・ご提言 は、

企画課(固@5112)までお寄せください。

も
し
、

合
併
す
る
と
し
た
ら

区 分 人頭 圃口 合併した場合の特融等

上団地緩広場連合情成市町村 221，579人 広域観光のメリッ卜がある。
(上田市、丸子町、長門町、 鶴市部つ、圏村が部のバランスのとれた
軍部町、車田町、武石村

933.22k 01 
まち くり 可円能。

和田村、 青木村、塩媛町) 特倒市への串が可能。

上田市、軍部町 167，195人 贋策、商工業、観光の各面で比般的
真田町、青木村 502.26ko1 バランスがとれている。

上田市、軍部町、 真田町、 184.025人 よ!eの組み合わせに比酷し、更に製
青木村、垣蛾町 555.90ko1 造業、圃業函が強化される。

上田市、真田町、 158，588人 贋更策、観光菌での事織強4化。
青木村、壇場町 469.36ko1 に、製造業分野の ヒが可能。

栄之国市を 人口125，368人{平成12年国明踊蛋データ}・面積176.73klTfとして計算しています.
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• 

催し

11諸
?1Ri 

マ
と
き

i
月
お
日
樹
午
桂
l
時

初
分
1
3時
加
分

マ
と
こ
ろ

小

諸
市
文
化
セ
ン
タ
ー

マ
内
容

講

演
「
住
ま
い
の
安
全
性
と
木
質
建
材
」

〔
講
師
独
立
行
政
法
人
民
林
水
産

技
術
セ
ン
タ
ー
横
浜
セ
ン
タ
ー
規
格

指
導
課
股
林
産
物
指
導
保
長
・
上
回

修
一
郎
さ
ん
)

マ
蛋
講
料

相
料

マ
申
し
込
み

1
月
げ
日
開
ま
で

に
生
活
環
境
課
へ

親
子
で
ど
う
ぞ
/

子
育
て
支
控
セ
ン
タ
ー
の
催
し

子
育
て支
援
セ
ン
タ

(
南
簡
保
育
園
内
岡
高

3
0
9
6
)

-
関
般
保
育

『お
め
で
と
う
/
コ
ン

サ
ー
ト

5
美
し
い
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏

を
聴
き
ま
し
ょ
う

1』

川市役所代寝電話
回 2-4棚
田 5-41ωマ

と
き

i
月
日
日
附
午
前
川
時

i
m時
柑
分
(
受
け
付
け
午
前
9
時

加
分

i
)

マ
と
こ
ろ

南
部
保
育

園

マ
対
象
在
宅
児
と
そ
の
保
護

者

マ
定
員
先
刻
印
組

マ
入
場

料

輔

料

マ

申
し
込
み

包
括
で

南
部
保
育
園
ま
で

-
わ
ん
ぱ
く
広
場

『運
動
遊
び
&
リ

ズ
ム
遊
び

5
運
動
遊
び
ゃ
リ
ズ
ム
遊

び
で
身
体
も
心
も
ポ
力
ポ
力

1』

マ
と
き

1
月
却
日
同
午
前
9
時

初
分
1
U時
日
分

マ
と
こ
ろ

上

野
が
丘
公
民
館

マ
対
車

在
宅
児

と
そ
白
保
護
者

マ
入
場
料

無
料

マ
そ
の
他

巡
爾
の
し
や
す
い
支

度
で
お
越
し
く
だ
さ
い

副主塁

ili i 
gli雪
M座

身
近
な
県
の
事
業
を
通
じ
て
県
政

を
具
体
的
に
芋
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

川
町
政
を
知
る
良
い
機
会
で
す
。

女
性
白
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
書
加
く

だ
さ
い
。

マ
と
き

l
月
初
日
出
・
同
幻
日

側
午
前

ω時
却
八
万
1
午
後
4
時

マ

と
こ
ろ

よ
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

マ
対
象

上
小
地
区
在
住
の
士
性

マ
内
容

「男
女
共
同
書
面
社
会

を
目
指
し
て
」
・
「
公
共
事
業
に
つ
い

て
」
・

「古
品
の
安
全
性
の
確
保
」
ほ

か

マ
申
し
込
み

l
月
日
日
出国ま

で
に
、
よ
小
地
方
事
務
所
厚
生
部
へ

(胴窃
7
1
2
2
・
岡
田
明
7
1
7
9
・

凹

IEmu
-
】

E
ro
t
-
s
m
g
@
UE

『

E
官
ロ
。

E
)

マ
そ
の
他

託
児

希
望
者
は
同
時
に
申
し
込
み
を
し
て

く
だ
さ
い

マ
所
在
地

東
京
都
小
金
井
市
東

町
3
l
げ
1
4

マ
対
象

今
年
首

都
路
白

4
年
制
大
学
・

4
年
制
専
門

学
校
入
学
予
定
白
県
内
高
校
出
身
者

(
見
子
)

マ
募
集
人
数

却
名

マ
入
寮
金

4
万
円

マ
寮
費

(生

活
費
)

4
万
円
程
度
(
部
屋
代
、

朝
・
夕
食
代
の
ほ
か
、
光
熱
水
質
等

共
用
費
す
べ
て
を
含
む
)
マ
申
し

込
み

所
定
白
人
娘
願
啓
に
必
要
曾

類
を
添
え
て
、
日
滋
寮
ま
で
お
送
り

;
J』

F

、

〈

7
12
L

[ 8] 

け 10 マ ス 10刷読ん記
市長宣正午 課容秘書内を i立 行を に た談し

すま 附か目 先着名20講師山 )マと 時3分10月27守きと みかたな 院み閥か か。 お5日?1 本子と マ51)11 かあら酷思時間lまいすたる だとく 市民の

マと へ じ すま。め、とも市政へ管さ

ろ」 n占坦tぉhり (困EZl5 却分以内b 市『長語と 市政運営に の ん

ん市立~ 14 1日ね講座選び つを

で 轡図館 4刷午官日百 ・ て つ
L、

回 でかみな
畳け付月l7定員 コ 3向0す。 た ま げ

l 目 、 せ る

14.1.1 



IT講習会

z目白開講講座
これまでの入門編に加え、ワード ・エク

セル編も閲慨します。

1>日程下表のとおり

b対象 パソコンの初心者(20棋以上)

出すでに受講されたかたも再受講できます。

1>費用 テキスト代500円のみ

b申し込み メディアランドUEDAへ
b問い合わせ メディアランドUE DA (園ゆ1000)・ はが

情報推進盟 (~824 1)

お問い 部改定さ 長正内の1 月 富盛番号 日程 内容

2/4IJl1・出d・ ハソコン02-214 

t れi t書き「医

7同 ・8樹 入門嵐

せま

S1 だく たし

さ。

い。 詳しく
， 

.産 別置重量

業種 日額(円) 時間額(円:

電気機械館員製造業 5.947 744 

改正 一自般動機車械等稽製奥遺業・ 6.036 755 

上田t!1造園
各覆商品小売業 5，775 722 

上回創造血
E精療周密検計械測暢鐙異製遭-難 5，947 744 

鋸置えき
日号の量し込みちらしをご置ください。 印刷製版業 5.856 732 

訴はとて では 罪も 米と2そでは 他者しと と曹Eて、 と 君まにしれ、 ~ ~I ' I ~~きと、
Bさ な いとし I~ 

ていZら Aいるてい ん人「いでつ長し思う大で 条日個 わ「主量し、 だ: {も』E〉

[9) 14.1.1 

回冨霊留置 E緩うえだ12月1日号2ペ ジで、上回市のごみの状，兄をお知らせしましたが、 12年度収入の円グ

ラフ中、一般会計 r8113回6万円」が r，億3.1田万円Jの篠リでした.町正しおわびします.



都市計画課 (圃⑮5127)り講演会を開催
市民の皆さんに畢観への関し、を持っていただき、よりよい密づくりを

童めるため、 11月25日間に「畢観づくり璃潰会」を開催しました。

{手じめに、第8回上田市都市景観置の表彰と、桜井善雄景観審議会会

長から講評がありました。続いて、講師の山本麗干さん(料理研究章

クッキングプロデューサー)が「信州にあこがれて」と題して、料理に

関する話題を支えてご自身の体験に基づいたお話をされ、約40C人の入

場者と活尭に質疑応吾が行われました。

また、ロヒ では色Jf~講座畳講生や信大櫨雑学部院主主によるタウンウォッ

チングの結果尭裏や 景観定点掴~20C地点の写真を塵示しました。

景観づく

イ千コ狩LJfllJ 同か句楽しめ彦~
1月1日ωから塩田東山観

光農匿のイチゴ狩り園がオー

ブンしました。ハウス内は真

冬でも暖力、く、真っ赤に実っ

た甘いイチゴが貴べ放題で味

わえます。

ご家族そろって訪れてみて

はい力、がですか。

・料金

ー

i摩
守|宅露

骨!霊E

し
込
み

で

5/22~ 

800円

500円

決開園時世町立午前10時匂午後4時.

1>問い合わせ J A堪fII東山観光由国(匝ゆ0210)

函ま

52 
2[iE 
事Eま県

11話量

時
ほ
う
の
か
た
の
介
護
方
法
等
で

お
悩
み
由
介
護
者
自
か
た
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

2
月
日
日
嗣
午
桂
1
時

叩
分
1
5時

マ

と

こ

ろ

市
役
所

南
庁
舎
1
階
高
齢
者
介
護
課

マ
定

員

若

干

名

マ
相
談
担
当

堀
内

静
子
さ
ん
(
グ
ル
ー
プ
ホ
l
ム
「
せ

せ
ら
ぎ
」

・
介
護
相
談
室

「
せ
せ
ら

ぎ」

代
表
、
元
国
立
小
箱
根
聾
所
商

ほ
う
性
老
人
病
棟
副
婦
長
)

マ
申

2/ 1 ~4/16 14/17~5/21 

12加円 1000円

10凹円 800円

無料

1/ 1 ~1!31 

15凹円

10凹円

小学生以上

小学生未満

3歳未溺

市
話
で
高
齢
者
介
護
課
ま

こ
れ
ま
で

2
月
中
旬
か
ら
行
っ
て

い
た
市

・
県
民
税
の
出
張
畳
付
が
、

今
年
か
ら

2
月
上
旬
に
早
ま
り
ま
す
。

出
強
会
場
で
市

・
県
民
税
の
申
告
を

さ
れ
て
い
た
か
た
は
早
め
の
準
備
を

お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
い
出
張
畳
付

日
程
・
場
所
等
は

l
月
同
日

・
悶
打

日
に
自
治
会
を
通
し
て
配
布
さ
れ
る

「
平
成

M
年
度
市

・
県
民
組
申
告
の 新しい五品景品目轟喜を指定

排水設情工事Eよひ結氷装置工事は、市で指定した業者

でないと施工できません。指定難者は市への閉摘手続き・

工事等をいっさい代行しますので、工事の申し込みは指定

革者へ直接依頼してくださL、。

.新たに指定した下水道指定工事届

手
引
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
上
田
市
民
会
館
の
市

・
県

民
税
申
告
会
場
の
開
設
は

2
月
日
日

開
で
す
。

1
月
の
ウ
ィ
ー
ク
エ
、
d
ト
リ
サ
イ
ク
ル
・

自
泊
金
量
源
回
収
日
に
ご
注
意
を
/

廃
車荷
物
対
策
健
嗣
置
0
8
6
6
)

l
月

5
目
的
の
ウ
イ
ー
ク
エ
ン
ド

リ
サ
イ
ク
ル
(
会
場

y
ル
ヤ
大
量

底
、
マ
ツ
ヤ
上
回
庖
)
は
都
合
に
よ

り
お
休
み
に
な
り
ま
す
。

l
月
の
自
治
会
資
源
回
収
日
は
変

更
に
な
っ
て
い
る
自
治
会
が
多
い
た

め
、
広
報
う
え
だ
四
月
l
日
号
折
り

、

.新たに指定した指定給水装置工事事草書

工事事集者名 | 営業所所在地 | 電信番号

冊荒芥設備|小県郡東部町大字和1醐 @1615 

思建股醐|佐久市大字中込2.29-12 I 0267@O140 
金弁股備商会醐|小県郡真図町大字長外四" ⑫2118 
※今回縄践したの隠新規に箔定された業者です.すべての指定業者名
をお知りになりたい場合!孟 営業規制出係哩鵬4100困1532.1536) 
までお問い合わせ〈ださい.

14.1.1[10] 

込
み
の

「

aw回
収
年
間
カ
レ
ン
ダ
ー
」

で
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
回

冬
期
限
定
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
国

骨滋
W2
8
2
6
)

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
回
で
は

l
月
l

日
仰
か
ら

3
月
白
日
制
ま
で
、
冬
期

限
定
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
希
自
家
告
に
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
を
お
配
り
し
、
入
場
l
聞
に
つ
き

1
ポ
イ
ン
ト
差
し
よ
げ
ま
す
。
却
ポ

イ
ン
ト
で
最
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上

回
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。



一| 各ホールイベント案内 1-
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四@0760.11木町1-2-3
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上田市文化会館

よ図市成人式

ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

有斜"∞ 
有科14:30 うえだ笑局寄席

E

・E
・----

鴨
川
本
た
つ
F

松
川
京
，
f

.
卿
滞
き
み
子

丑

山

守

成
滞
い
ち
ょ

近
厳
喜
久
次

師
・
倉
向
付
要
一

曲
・

三
鎗

文
H
M

例
・
石
原
勝
二
郎

副
.
内
山
ミ
ツ

同

小

体

正

木

7

市

F

5

1

4
，

五

叩

小

体

は

る

制

伊

藤

梅

雄

田
山
鍾
よ
し
い

曲

・

赤

池

華
a

凹
・
小
宵
山
偏
太
郎

司
・
山
鶴
岡
主
干

削

別

成

滞

賢

一

{
刊
月
届
り
出
分

敏
称
略
}

加
磁
ま
さ

自
由
滞
消

消
水
そ
の

加
郷
久
雄

阪

山

義

姉

鈴
本
光
線

紙
口
は
る
よ

掌
滞
合
同
英

北
線
ふ
笑
よ

消
水
芳
敏

活
滞
力
子

赤

伺

仁

t

合
糾

-
志

且学 '1'小限愛五築値上，1，上上
海常勧告 川'"常

島北 111泉形町加地戸阪口 l瓜匝l

下山峨下久鈴下 三 県小古島記長市野 上 !t版尚
之 暗証保 之好日! 盃 ITI街
郷 口 入"'休子郷町両政問内向 k竹原町町脇

〈九

河
町
内
村
仁
三
保

町
仰
向
石
ウ
メ
ミ

曲

雌

伐

ツ

オ

師
久
保
問
ま
さ
よ

剖
…
依
問
し
ず
江

n
…
馬
場
宰
附
刻

印
一
関
口
構
江

目

上

野

洋

チ

田

‘

備

沢

剛

祁

神

体

m
M
峰

町
柚
停
滞

E
厳

田
北
原
白
血
管

創
久
保
間
口
近

刊

凶

丸

H平

日

山

村

浦

田
…
飯
島
綾
子

η
・
純
血
膚
み
ど
り

惜

背

白

川

口

平

川
崎
大
井
恵
三
郎

-

「サ
ン
デ
ー
う
え
だ
」
を
再
般
送

「サ
ン
デ
ー
う
え
だ
」
を、

E
に

地
口
さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
的
年
同
月
か
ら
毎
水
暇
日
に
碍

肱
迭
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
ご
意
見
・
ご
提
言
は
、
路

轡
諜
倫
世
田

4
1
0
0
困
1
1
1
5
・

闘
窃
5
I
l
l
・凹

IE
Z
Y】

m
Z
E

⑥

g
q
g
E
P
Z
E
o昌
}
ま
で
お

帯
せ
く
だ
さ
い
。

it製
ザ『めだ

雪I露京

事tl

仕
耶
も
家
艇
も
大
切
に
し
た
い
。

そ
ん
な
あ
な
た
の
た
め
の
相
談
耶
撞

品
問

μ
〈
神
町

上

沢
続

問

伊
勢
山

赤

塚

御

所
五

加

敏

和
常

入
下

鱒

古

川
石

神
下
之
条

常
然
町

厳

北
築

地

八
木
沢

域

北
繍

野

世

阿

滞

高

志

田
山
崎
皇
位
F

開

佃

利

夫

曲
・
背
水
千
伎
子

関
…
竹
内
か
づ
江

帥
…
竹
内
ま
つ
子

帥

.
g
m仰
鍾
子

η

列
必
消
子

ぉ
.
柄
滞
克
己

帥
小
体
千
代
am

辺

則

廃

刊

尚

般

都

羽

田
庄
野
フ
ヨ
子

師

・

休

杉

失

印
…
消
水
は
つ
よ

幻
…
柳
m
m

知
通

叩

・

閲

好

子

制

小

仲

仲

良

暖

刷

松
井

弘

材 B食分赤穂上士 4ヒ憾新大御西，~川矢上原笹
本 筋室-t~ n 副l 辺常
'1胎去坂 JB貿 R .1 111 111木所山川 町沢町側JJt

で
す
。
悩
ん
だ
り
困
勺
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
ん
な
こ
と
で

も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

群
し
く
は
、
市
民
プ
ラ
ザ

・
ゅ
う

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

-
相
畿
日
時

マ
月

3
童
曜
日

午
前
9
時

1
午

桂
9
時

マ

土
曜
日

午
削
9
時

1

午
後

5
時

都
市
計
画
道
路
の
計
画
決
定
変
更

公
告
・
縦
覧
を
行
い
ま
す

都
市
計
画
楓
踊
窃
5
1
2
7
)

都
市
計
画
道
路

「軟
和
踏
入
線
L

4 

・よ団東高綬

『・E州文学.酔薗

79 79 90 84 74 76師団 8667 78 93 75 93 67 67 76 75 43 

へ
の
変
更
と

「中
市
旧
小
牧
線
」
の

新
説
決
定
に
つ
い
て
都
市
計
画
法
に

基
づ
く
計
画
輩
の
公
告

・
縦
覧
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
計
画
案
に
つ
い
て
は
、

長
野
県
知
事
お
よ
び
上
岡
市
長
あ
て

に
意
見
曹
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
(
縦
覧
期
間
満
了
日
ま
で
)
。

マ
縦
覧
場
前

「秩
和
餅
入
線
」

長
野
県
土
木
部
都
市
計
画
観

・
上
回

建
設
事
務
所
・
市
都
市
計
画
課
、

「中
常
回
小
牧
線
」

市
都
市
計
画

課

マ

縦

覧

期
間

l
月
刊
日
附
1

同
例
日
同

L 

秋和上纏線

毎
週
日
曜
日
、

1
チ
ヤ
子
ネ
ル

〈

U
C
V

上
回
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ

ン
)
で
、
市
内
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン

ト
リ
ポ
ー
ト
や
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
予

定
、
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
な
ど
を
お

伝
え
し
て
い
ま
す
。

且
て
得
す
る
卯
八
万
。
ぜ
ひ
ご
監
く

だ
さ
い
。

-
放
映
時
間

(泊
分
番
組
)

毎
週
日
曜
日
白
、
午
前
6
時
・

9

時
・
正
午
・
午
能
3
時

・
7
時

・
山

時
か
ら
、

1
日
6
回
世
映

車豆内容

路線名を秩和協入線に変更幅員を12mから16mに変更

廃止をする区間

新たに郵市計画決定をする路線 ・幅員16m

路線名

r 

E国 広繍うえ町2.EJ16日号8ぺジでお知加した、うえだ笑月輔の、ときが 「来年 1月20日旧時 1開30分~

4時 {予定)Jとなっていましたが、「来年 1月20日田午後2跨30分-Jに磁定しました.町正します.

14.1.1 ]
 

1
 

1
 

[
 



え対策を1
万全ですか

阪神 ・淡路大震災からまもなく 7年になります。

時閣の経過は徐々にその記憶を薄めていきます。

しかし、大地震はいつ起こるかわ由、りません。

いざという時に備え、じゅうぶんな対策をとっ

ておきましょう。

圃発生が懸念されている大地震
.東海地震

政府の中央防災会議の専門調査会は、昨年11月27日

開に池震防災対策強化地域に指定されていない調訪湖

南東側、下伊那郡白一部地域でも震度 6弱になるとの

検討結果を公表しました。上回市でも震度4から 5弱

の儒れが想定されています。

・糸魚川ー静岡構造線断層系を震源とした地震

糸魚川静岡構造線断府系(卒後寺断府を含む)を

震源とする、マグニチュード8程度の大地箆が今後30

年以内に発生する確率は14%であると政府の調査委貝

舎が昨年3月16日働に発表しました。

糸魚川静岡構造線断府系は、北は小笹付近から南

は山梨県陶器付近にまでおよび、北部は神城断層・松

本盆地車縁断層、中部は牛伏寺断問・岡谷断層群・諏

訪断閥群と韮無山断問群、南部ぱ白1州断層・ザ肖非断

層と市ノ瀬断脳群から構成されます。

s: 〉

上田市では、平成10年度に牛伏寺断胞を震源とする

マグニチュード 8白地震が発生した場合の値害想定を

調査しました。

その結果は、/)(のとおりです。

死者数

木造建物全壊数
6，20g棟

-日ごろの備えが、大切な命を守ります
阪神・淡路大震災での死者の死因について見ると、

「家届や家具類などの倒境による圧迫死と思われるも

白Jが全体四88%を占め、 「焼死およびその疑いのあ

るも由JカqO%となっています。つまり、ほとんどが

住み慣れた軍白中で犠牲になっているということです。

日ごろから、次の防災対策をとっておきましょう。

①家具の転倒、落下防止

タンスや立器棚が倒れないようにしっかり固定する

とともに、家具白上に重いものやガラスケースに入っ

た世物などを置かないようにし、家族からけが人を出

さないようにしましょう。また、ガラスの飛散を防ぐ

フィルムを貼るなどの対策を講じましょう。

②*災を出さない対策

地鑓後は火の取り扱いを即座にやめ、ガス田元栓と

電気のプレ カ を落としておきましょう。更に消火

器などを用意しておき、出火に備えましょう。

③避離に際して

避難の際には、安全な経路を選び、近所の人たちと

いっしょに行動し、徒歩で避難しましょう。自動車で

の避難は、いたずらに道路を混雑させ、消火・救急活

動自大きな妨げになるので避けましょう。

~家庭内備蓄、非常持出品の準備を

教援活動が畳けられるまでの問、食械や飲料水など

の家庭内備蓄はおおむね家族3日分程度用意しておき

ましょう。

防災とボランティア週閣の、 1月15日1*1から同21
日目1まで、市役所本IT書 1階で防災用品のミニ展示

を行います。ぜひ、ご覧ください。
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-上田市の被害想定調査結果

539人32件

非木造建物金鍾数
3，382棟

出火件数震 度
6弱から 6強

八日堂縁日で
留 君通規制
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